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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
東
教
育
財
団
が
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
教
育
・
文
化
に
関
す
る
事
業
に

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

  

   

  

  

   

昨
年
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
自
然
災

害
が
各
地
で
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
先
ず
も
っ
て
皆

様
に
と
っ
て
今
年
一
年
平
穏
な
年
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
東
教
育
財
団
に
と
っ
て
今
年
は

設
立
百
周
年
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
二
つ

の
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

東
教
育
財
団
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二 

五
）
年
三
月
二
四
日
民
法
第
三
四
条
の

規
定
に
基
づ
く
財
団
法
人
（
当
時
「
東

区
教
育
財
団
」）
と
し
て
設
立
さ
れ
、

平
成
二
三
年
四
月
一
日
に
は
公
益
法

人
制
度
改
革
三
法
に
基
づ
く
公
益
財

団
法
人
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と 

 
  

  
 

 

       

 

    

年
が
流
れ
る
も
、
そ
の
時
代
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
や
困
難
を
克
服
し
、
東
教
育
財

団
を
営
々
と
運
営
さ
れ
て
き
た
先
人
や

現
在
の
役
員
の
方
々
、
さ
ら
に
は
様
々

な
形
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
と
も
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。 

 

次
に
、
今
年
六
月
に
額
面
一
〇
億
円

分
の
国
債
が
満
期
を
迎
え
ま
す
が
、
超

低
金
利
か
ら
の
脱
却
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
今
日
に
お
い
て
「
公
益
財
団
法

人
」
と
い
う
制
約
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
従
前
ど
お
り
の
「
運
用
収
益

の
確
保
」
が
で
き
る
の
か
、
で
き
な
け

れ
ば
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
な
の
か

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

二
つ
目
の
課
題
は
、
今
年
四
月
か
ら
改

正
さ
れ
る
「
公
益
法
人
制
度
」
へ
の
対
応

で
す
。
改
正
の
趣
旨
は
、
現
行
の
公
益
法

人
制
度
の
財
務
規
律
や
手
続
き
の
下
で

は
、
公
益
法
人
が
民
間
公
益
を
担
う
主
体

と
し
て
の
潜
在
力
を
発
揮
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
務
規
律
等
を
見

直
し
、
法
人
の
経
営
判
断
で
社
会
的
課
題

へ
の
機
動
的
な
取
組
を
可
能
と
す
る
と
と

も
に
、
法
人
自
ら
の
透
明
性
の
向
上
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
充
実
に
向
け
た
取
組
を
促
し
、 

 
 

 

                    

    

国
民
か
ら
の
信
頼
・
支
援
を
得
や
す
く

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
改
正
に
よ
り
、
財
務
規
律
の
柔

軟
化
、
明
確
化
等
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、

法
人
自
ら
の
透
明
性
向
上
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
充
実
と
し
て
、
情
報
開
示
の
拡
充
や

外
部
理
事
・
監
事
の
導
入
等
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
公
益

法
人
制
度
」
の
改
正
に
伴
い
、
情
報
開

示
の
充
実
等
の
観
点
か
ら
「
公
益
法
人

会
計
基
準
」
も
見
直
さ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
、
三
年
間
の
経
過
措
置
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の

ご
挨
拶
の
中
で
は
紙
面
が
限
ら
れ
、
意

を
尽
く
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

皆
様
に
は
機
を
見
て
詳
細
を
ご
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
東
教
育
財
団
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人
と
い

う
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
中
央
区
内
の
教
育
・
文
化
の
発

展
・
振
興
を
支
え
る
べ
く
、
助
成
事
業

を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
・
ご

協
力
・
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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東
教
育
財
団
だ
よ
り 

【
新
年
の
ご
挨
拶
】 



 
（２） 

 

東
教
育
財
団
で
は
、
十
月
九
日
に
理
事

会
を
開
催
し
、
令
和
六
年
度
事
業
実
施
中

間
報
告
及
び
収
支
中
間
報
告
に
つ
い
て

承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
七
年
度
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
、
広
報
、
募

集
日
程
等
を
決
定
し
ま
し
た
。 

          

  

東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学
校 

教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び
に
、 

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
学 

校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活 

                           

  

動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く 

り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
度
助
成
事
業
の
募
集
日

程
、
募
集
要
項
に
定
め
る
助
成
対
象
事

業
、
助
成
対
象
団
体
等
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

  

令
和
七
年
度
助
成
事
業
の
申
請
受
付

は
、
二
月
十
二
日
（
水
）
か
ら
、
二
月

二
十
八
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

※ 
な
お
、申
請
の
事
前
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。 

   

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独

自
性
や
特
性
を
持
つ
事
業 

 

〇 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

〇 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

  

〇 

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生

徒
へ
の
日
本
語
等
指
導
事
業 

〇 

姉
妹
校
交
流
事
業 

〇 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
・ 

学
習
・
発
表
事
業 

〇 

校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材 

の
購
入
・
貸
与
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業 

（
例
：
吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン

サ
ー
ト
） 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大

会
等
へ
の
参
加
事
業 

〇 

学
校
周
年
記
念
事
業
（
十
周
年
等
特  

別
に
実
施
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

 

  

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

      

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚 

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

           

 

 

                  

 

 

助
成
対
象
事
業 

《
参 

考 

事 

例
》 

申
請
受
付
期
間 

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す 

令
和
七
年
度
の 

「理事会会議風景」 

助
成
対
象
団
体 

「社会教育・生涯学習事業助成説明会」  

「学校教育事業助成説明会」  

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た 



   
 

（３）  

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
の
活
動
を
行
う
社
会
教
育
団
体

及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
地
域
文
化
・
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体 

  

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経

費 

な
お
、
助
成
金
を
助
成
対
象
事
業
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

  

令
和
七
年
度
予
算
（
三
月
の
理
事
会
・

評
議
員
会
で
審
議
予
定
）
で
定
め
ま
す
。 

な
お
、
令
和
元
年
十
月
九
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
以
降
の
助

成
基
準
及
び
限
度
額
は
、
令
和
元
年
度
と

同
様
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

所
定
の
「
助
成
申
請
書
」
に
次
の
書
類

を
添
付
し
て
申
請
受
付
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

                   

 

 

                               

  

〇 

事
業
計
画
書 

〇 

収
支
予
算
書 

〇 

団
体
の
定
款
・
規
約
等
、役
員
名
簿
、 

直
近
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
書
（
学

校
教
育
事
業
助
成
は
不
要
） 

〇 

実
施
予
定
の
事
業
を
紹
介
す
る
写

真
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
・
雑
誌

の
記
事
コ
ピ
ー
等 

                

助
成
金
審
査
会
に
お
い
て
公
正
・
公

平
に
審
査
・
選
考
を
行
い
、
理
事
会
に

お
い
て
最
終
的
に
助
成
先
及
び
助
成
金

額
を
決
定
し
ま
す
。 

 

         

  

選
考
の
結
果
は
、
決
定
後
速
や
か
に

申
請
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
（
四
月

下
旬
予
定
）。
な
お
、
選
考
結
果
の
理
由

等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
は
一
切
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

助
成
対
象
事
業
終
了
後
二
十
日
以
内

に
、
所
定
の｢

実
施
報
告
書｣

に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

事
業
報
告
書 

〇 

収
支
決
算
書 

〇 

支
出
を
確
認
で
き
る
領
収
書
の
写

し 
 
 
 
 
 

〇 

助
成
対
象
事
業
の
写
真
等
事
業
実

施
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料 

      

十
月
九
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い

て
、
橋
本
英
男
様
の
ご
逝
去
に
よ
り
空

席
と
な
っ
て
い
た
「
会
計
理
事
」
の
選

定
、「
助
成
金
審
査
会
審
査
員
」
の
補
充

選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

      

  
【
会
計
理
事
】 

会
計
理
事
に
は
伊
藤 

審
査
理
事
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。 

【
審
査
理
事
】 

伊
藤 

審
査
理
事
が
会
計
理
事
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
の
審

査
理
事
に
は
黒
石 

理
事
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

会
計
理
事 

 

伊
藤 

弘
一
郎 

 

審
査
理
事 

 

黒
石 

 
 

力 

【
助
成
金
審
査
会
審
査
員
】 

 

助
成
金
審
査
会
審
査
員
に
は
、
審
査

理
事
に
選
定
さ
れ
た
黒
石 

理
事
が
補
充

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

助
成
金
審
査
会
審
査
員
名
簿
（
補
充

選
任
後
） 

・
学
識
経
験
者
（
専
門
審
査
員
） 

俵
谷 

好
一 

元
開
平
小
校
長 

園 
 

佳
子 

御
霊
神
社
宮
司 

・
役 

員  

伊
藤 

弘
一
郎   

  

会
計
理
事 

黒
石 

 
 

力  
 
 

審
査
理
事 

・
事
務
局
員 

北
井 

保
行  

 
 

事
務
局
長 

 

 

会
計
理
事
の
選
定 

 

助
成
金
審
査
会
審
査
員 

の
補
充
選
任 

「地域文化事業助成説明会」  

審
査
・
選
考 

申
請
時
提
出
書
類 

助
成
限
度
額 

実

施

報

告 

助
成
対
象
と
な
る
経
費 



                             

  （４） 

     

こ
こ
で
博
物
場
の
性
格
を
紹
介
す
る

が
、
発
足
当
初
は
国
内
外
の
美
術
工
芸

品
、
特
産
品
の
展
示
を
主
と
す
る
殖
産
興

業
を
旗
印
と
し
て
い
た
が
次
第
に
商
品

展
示
、
観
光
振
興
へ
と
変
化
し
、
場
長
が

変
わ
る
ご
と
に
趣
旨
・
展
示
内
容
も
変
わ

り
、
博
物
教
育
、
美
術
に
造
詣
の
深
い
天

野 

皎
（
元
・
神
戸
師
範
学
校
長
）
が
就

任
し
た
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら

二
二
年
（
一
八
八
九
）
で
は
西
欧
文
化
の

展
示
手
法
を
導
入
し
美
術
館
と
物
品
陳 

                     

   
     

列
に
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二

五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
二
七
年
（
一

八
九
四
）
に
就
任
し
た
平
瀬
露
香
（
大

阪
財
界
の
重
鎮
・
豪
商
）
は
文
化
人
と

し
て
能
舞
台
の
移
設
を
行
い
、
初
代
大

阪
市
長
を
務
め
た
田
村
太
兵
衛
（
住
友

家
本
邸
と
な
る
茶
臼
山
西
部
の
自
己
用

地
を
住
友
家
に
譲
渡
）
も
明
治
三
四
年

（
一
九
〇
一
）
頃
か
ら
場
長
を
務
め
た
。

博
物
場
は
最
盛
期
に
は
美
術
工
芸
の
陳

列
館
の
ほ
か
動
物
檻
、
美
術
館
、
書
籍

閲
覧
所
、
奏
楽
堂
、
能
舞
台
、
茶
室
、

庭
園
、
花
壇
、
商
品
販
売
所
、
売
店
な

ど
が
存
在
し
、
動
物
展
示
は
言
う
に
及

ば
ず
美
術
展
、
菊
、
牡
丹
、
さ
つ
き
な

ど
の
花
卉
展
覧
会
、
メ
ジ
ロ
、
金
魚
の

品
評
会
、
能
狂
言
、
お
茶
会
、
舞
踊
の

会
な
ど
多
彩
な
催
事
を
行
い
、
純
然
た

る
博
物
館
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
博
覧

会
か
娯
楽
場
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
様
相

を
呈
し
、
唯
一
最
大
の
楽
園
と
当
時
の

書
物
が
伝
え
て
い
る
。
因
み
に
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
開
場
当
時
の
入
場
者

数
、
約
四
万
三
千
人
弱
が
明
治
三
十
二

年
（
一
八
九
九
）
で
は
三
十
一
万
五
千

三
百
人
余
に
、
そ
し
て
一
部
無
料
化
も

あ
っ
て
十
年
後
の
明
治
四
一
年
（
一
九 

            

   

 〇
八
）
に
は
八
五
万
千
人
余
を
数
え
る

ま
で
に
至
っ
た
。 

 
 

          

 

と
こ
ろ
で
博
物
場
の
書
籍
閲
覧
所
は

常
時
開
設
し
て
お
ら
ず
、
当
時
の
住
友
吉

左
衛
門
は
憂
え
て
中
之
島
に
図
書
館
建

設
を
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
大

阪
府
知
事
に
寄
付
を
申
し
出
て
完
成
さ

せ
る
が
、
こ
の
ほ
か
博
物
場
で
は
奏
楽

堂
、
六
角
小
鳥
舎
、
ツ
ル
舎
や
多
種
の
鳥

類
を
寄
贈
し
、
文
化
面
で
貢
献
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

七
月
に
北
の
大
火
（
天
満
焼
け
）
が
あ
り
、

博
物
場
へ
の
類
焼
の
危
険
、
動
物
脱
出
の

危
険
、
鳴
き
声
、
臭
気
の
苦
情
な
ど
で
船

場
の
こ
の
地
に
動
物
檻
は
相
応
し
く
な

い
と
提
起
さ
れ
、
ま
た
堂
島
の
府
立
大
阪 

                           

   
 商

品
陳
列
所
の
焼
失
か
ら
こ
れ
の
再
建

が
急
務
と
な
り
、
博
物
場
が
廃
止
と
追

い
込
ま
れ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

一
月
府
議
会
で
博
物
場
の
動
物
を
大
阪

市
に
移
譲
す
る
案
が
可
決
さ
れ
、
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
九
月
か
ら
内
国
勧

業
博
覧
会
跡
地
に
突
貫
工
事
で
動
物
園

を
完
成
さ
せ
た
。
動
物
の
移
動
は
工
事

中
の
十
月
頃
か
ら
順
次
行
わ
れ
た
が
、

い
よ
い
よ
ゾ
ウ
の
移
動
に
つ
い
て
は
移

送
手
段
も
な
く
十
月
一
五
日
の
深
夜
に

内
本
町
橋
詰
町
か
ら
松
屋
町
を
南
へ
天

王
寺
・
玉
水
町
ま
で
十
時
間
か
か
っ
て

歩
か
せ
た
が
、
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
市
民
が
見
物
に
詰
め
か
け
た
と

記
録
が
残
っ
て
い
る
。
大
正
四
年
（
一

九
一
五
）
一
月
一
日
に
大
阪
市
立
動
物

園
が
新
し
く
開
園
し
、
博
物
場
跡
地
は

大
阪
商
品
陳
列
所
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
や

府
立
博
物
場
、
中
之
島
図
書
館
な
ど
に

貢
献
し
た
住
友
家
は
住
み
良
し
と
し
た

茶
臼
山
本
邸
が
近
隣
に
動
物
園
、
新
世

界
、
釜
ヶ
崎
、
飛
田
遊
郭
を
抱
え
、
デ

モ
や
集
会
が
行
わ
れ
る
天
王
寺
公
園
な

ど
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
大
正
十

年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
、
茶
臼
山
本

邸
用
地
を
大
阪
市
に
無
償
譲
渡
す
る
こ

と
を
申
し
入
れ
ま
す
。 

元 

天
王
寺
動
物
園
長  

中 

川  

哲 

男 

（
獣
医
師
・
学
芸
員
） 

                             

 

「大
坂
・西
町
奉
行
所
と
府
立
大
阪
博
物
場 

そ
し
て
住
友
家
の
か
か
わ
り
」（後
編
） 

博 物 場 正 面 

動 物 檻 の位 置 


